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第49回教育セミナー（2024）・「皮膚から“情報”を得る～ヒトの皮膚こそデータの宝庫～」

皮膚ガスを生体情報として活用する

関 根 嘉 香 *

Utilization of Human Skin Gas as Biological Information

Yoshika SEKINE*

Abstract
The skin surface serves as an easily accessible source of information about human health through the emission of skin 

gas. Human skin gas is a complex mixture of inorganic and organic volatile compounds released via three distinct emission 
routes: surface reaction, dermal gland, and blood. The individual skin gas profile is determined by physical, physiological, 
and psychological factors, lifestyle choices, and environmental conditions. Given its characteristics, human skin gas has 
garnered significant interest as a non-invasive biomarker for well-being. This article explores the potential use of skin gas 
information for human health care by reviewing the emission mechanisms of human skin gases, sampling and analytical 
methodologies, and several clinical applications to healthy volunteers and hospitalized patients. These applications include 
the assessment of sleep quality, detection of stress buildup in workers, diagnosis of pancreatic cancer, and elucidation of the 
unknown pathology of people allergic to me (PATM).
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1. 皮膚から得られる生体情報

健康志向の高まりを背景に，「未病」対策への関心が
高まっている。未病とは健康と病気の間の状態を指し，
日本では決して新しい言葉ではなく，例えば貝原益軒は
その著書「養生訓」（1712年）において「病いがまだおこ
らざる時，かねてつつしめば病いなく」という未病対策
の基礎を示している。医者は病気を治すという明確な目
的のためにキュア（Cure）を実施する。未病対策は特定
の病気を念頭に置いたものとは限らず，個人が心身の状
態をケア（Care）することによって肉体的，精神的，さ
らに社会的にも満たされた状態を維持するための行いと
言えよう。ただし，心身の状態は必ずしも自覚できるも
のではない。そこで近年，個人が自ら客観的な生体情報
を獲得し，得られたデータを日々のヘルスケアに活用す
る活動が活発になってきた。皮膚表面から得られる体
温，心拍数，血圧などを指標とするデジタル・ヘルス・
テクノロジーの進化は目を見張るものがある。しかしな
がら，ヒトの身体的・生理的状態の変化を把握し，日々
のヘルスケアに活用するためには多くの課題があり，そ
の一つが，誰でも容易に獲得でき，利用できる生体情報

がいまだ乏しいという点である。
生体ガスはヒトの体内や体表面で産生されるガス状物
質を指し，呼気，消化管ガス，尿由来ガス，血液ガス，
そして「皮膚ガス」が挙げられる。皮膚ガスは，体表面
から放散される微量な生体ガスであり，この皮膚ガスが
嗅覚閾値を超えた濃度レベルでヒトの嗅覚に到達した
ときに体臭として認知される 1）。清潔志向が進む現代で
は，においに敏感な人が増えてきており，さまざまな体
臭対策グッズが市場にあふれている。その一方，皮膚ガ
スの捕集・分析技術の進歩により，現在800種類を超え
る皮膚ガス化学成分が見いだされており 1–3），これらの無
数の組み合わせは，従来の物理的な信号に比べてより豊
富な生体情報を有する可能性がある。皮膚ガス組成は，
ヒトの生理的・身体的状態，疾病の有無，生活環境や生
活行為に強く関係し，日常の健康管理から未病対策，疾
病の早期発見・診断まで幅広い応用が期待される。
本稿では，非侵襲的・非観血的な生体サンプルとして
皮膚ガスに着目し，新たな生体情報としての利用可能性
について述べる。
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